
　平野商事は、LPガスの供給や機器販売をはじめ、ガス事業、ガソリンスタンド事
業、土木・水道・管工事などの建設事業を鹿児島県北西部に位置する薩摩川内市で
展開する。販売地域は、周辺の樋脇町市比野地区のほか、さつま町など近隣地域にお
よぶ。令和４・5年度における補助事業の連続申請となるが、今回は令和4年度につい
てお話を伺った。

平野商事株式会社

　LPWAシステム導入のきっかけは、人手不足で悩んでいた際に、タイミングよくメー
カー担当から補助金申請の提案をされたことだった。検針と配送は3名が兼任してお
り、検針業務の負荷軽減のほか、業務用顧客のガス切れ撲滅を図りたいと代表取締役
社長の平野峻岳さんは導入に踏み切った。
　同社はガス販売・ガソリンスタンド・工事の３事業の連携がしっかり取れていること
が強みで、忙しい時期は部門を超えて、お互いに助け合う協力体制がよく整っている。
検針業務もそのひとつで、他の事業の担当者も手伝うことがある。「検針業務が軽減で
きれば、他事業の応援、保安強化、
働き方改革などに活かせることが
増えると思います。ガス切れ対策
も、残量がリアルタイムでわかるこ
とで配送に要する走行距離の短縮
以外にも、車輌に多めに積んでい
たボンベを減らせるなど、作業量に
加え、ガソリン代の軽減にも繋がり
ます」と平野さんは話す。

検針業務の負荷軽減とガス切れ撲滅を目指して

（鹿児島県薩摩川内市）
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　「今後、検針業務が軽減されれば、他業務を支え合う体制もより強固となり、会社全
体で更なる営業活動に取り組めると思います。反省点は、導入してすぐ検針票・請求書
の通知が遅れたことがあったので、LPWAの導入を検討されている事業者は、発行方
法を先に決めておくとスムーズで良いと思います」とガス事業部の松元克晋さんはア
ドバイスしてくれた。

今後の展望とアドバイス

　1,300件の顧客件数のうち、令和４年度の補助金申請では250件を設置した（令和５
年度の750件を含めると1,000件となる）。LPWA導入には６名が携わり、機器の取り付
け作業は内２名で行った。申請はメーカー担当者がスムーズに進めてくれたが、取り付
けは一筋縄ではいかなかった。通常業務と並行しながらの作業であったことや、移動
距離のある遠隔地を優先したことで、時間を要してしまった。更に電波状況の調査を行
い、届きやすい場所を優先順位に入れたものの、実際は通信が途絶えてしまうことが
あり、現場で電波の入る場所を探す作業が発生した。
　設置後は、従来の検針票がなくなるので通知する手段を検討しなくてはならない。
高齢のお客さまが多いので、スマートフォンやインターネットでの通知は難しく、現在
は圧着はがきでのお知らせを検討している。検針員の訪問を楽しみに待っているお客
さまもおり、接点営業や地域の見回りとしての意味があるので、そういったお客さまに
は集金を続けていくという。
　また保安強化も拡大した。集中監視により通報が入ったので、お客さま宅へ駆けつ
けた例もある。使用時間が長いとメー
ターが自動遮断するが、お湯を出したまま
にしていたことが原因だった。お客さまよ
りも先にガスが止まっていることがわか
り、お客さまにお知らせすることで安心感
を与えることができた。別件では給湯器
の異常を検知したお客さまで、ガスに異
常はなかったが、給湯の配管漏れが発生
していることがわかった。これは自動監視
システムがなければ分からなかった事例
で、想定外の効果だった。

遠隔地や電波状況で設置の優先順位を決定。設置後は保安面で安心感と予想外のメリット
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LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


